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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
対
策
事
業
者
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

小
郡
市
独
自
の
事
業
所
支
援
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

市
長

−

福
岡
県
か
ら
交
付
を
受
け
た

感
染
防
止
宣
言
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示

し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
、
支
援

金
と
し
て
一
律
３
万
円
を
支
給
し
ま

す
。
支
援
金
の
支
給
に
よ
り
ス
テ
ッ

カ
ー
の
申
請
を
促
し
、
感
染
防
止
対

策
に
取
り
組
む
事
業
者
を
増
や
す
こ

と
が
、
ま
ち
全
体
の
活
性
化
機
運
を

高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
感
染
防
止
宣
言
ス

テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
店
舗
に

つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

地
図
上
に
表
示
す
る
な
ど
、
分
か
り

や
す
い
形
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る

店
舗
と
し
て
情
報
発
信
を
行
い
、
利

用
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
が
市
内
の
金
融
機
関
か
ら
直
接

聞
き
取
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
緊
急

的
な
融
資
は
あ
る
程
度
行
き
渡
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
資
金
を
時
間

的
な
猶
予
と
し
て
、
特
に
飲
食
業
で

は
こ
れ
か
ら
生
き
残
り
の
た
め
に
、

元
の
売
上
げ
は
戻
ら
な
い
こ
と
を
前

提
に
し
な
が
ら
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

の
在
り
方
を
見
い
だ
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
事

業
者
の
数
は
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

環
境
経
済
部
長

−

77
店
舗
に
な
り
ま

す
。
申
請
が
多
い
業
種
は
１
番
目
に

レ
ス
ト
ラ
ン
、
料
理
店
、
２
番
目
に

そ
の
他
の
業
種
、
３
番
目
に
居
酒
屋

の
順
で
す
。

　

77
店
舗
で
は
少
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
周
知
を

さ
れ
ま
す
か
。

環
境
経
済
部
長

−

市
の
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
商
工
会
や
観

光
協
会
を
通
じ
た
チ
ラ
シ
の
配
布
、

ま
た
、
新
聞
等
に
折
り
込
み
を
し
て

市
民
に
対
し
て
安
全
な
対
策
が
で
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、

事
業
者
に
対
し
て
は
登
録
を
お
願
い

す
る
チ
ラ
シ
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、
９

月
10
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受

け
た
執
行
部
提
出
案
件
２
件
及
び

請
願
１
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
２
年
度
小
郡
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
８
号
）の
承
認
に
つ
い

て（
議
案
第
40
号
）

　

小
学
校
一
般
管
理
費
の
修
繕
料

１
７
０
万
円
の
増
額
補
正
は
、
当

初
１
千
万
円
の
修
繕
料
を
予
算
化

し
て
い
ま
し
た
が
、
緊
急
的
な
修

繕
が
多
く
、
今
後
も
各
学
校
施
設

の
修
繕
を
は
じ
め
、
消
防
設
備
の

取
り
替
え
等
を
予
定
し
て
い
る
た

め
計
上
す
る
も
の
で
す
。

問
：
消
防
関
係
の
備
品
等
が
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

は
定
期
的
な
点
検
で
あ
れ
ば
、
当

初
予
算
で
計
上
で
き
な
か
っ
た
の

で
す
か
。

答
：
消
防
点
検
は
夏
休
み
と
２
月

の
年
２
回
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
点
検
結
果
に
よ
っ
て
修
繕
箇

所
や
新
た
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
設
備
等
が
出
て
き
ま
す
。
今

回
計
上
し
て
い
る
の
は
、
夏
休
み

の
点
検
に
よ
り
、
修
繕
が
必
要
と

な
っ
た
箇
所
で
あ
る
た
め
、
今
回

の
補
正
予
算
で
計
上
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
は
、
９

月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受

け
た
執
行
部
提
出
案
件
６
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は

次
の
と
お
り
で
す
。

専
決
処
分
を
報
告
し
、
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
令
和
２
年

度
小
郡
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
））

（
報
告
第
19
号
）

　

一
般
被
保
険
者
保
険
税
還
付
金

８
５
０
万
円
の
増
額
で
す
。
こ
れ

は
６
月
議
会
で
条
例
改
正
を
行
い
、

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
措
置
を
行
っ
て
お
り
、
過

年
度
分
で
あ
る
令
和
元
年
度
国
民

健
康
保
険
税
、
８
期
・
９
期
分
の

減
免
に
つ
い
て
、
保
険
税
過
誤
納

金
還
付
金
と
し
て
還
付
し
て
い
ま

す
が
、
予
算
が
不
足
を
し
た
た
め
、

専
決
処
分
を
行
い
増
額
し
た
も
の

で
す
。

問
：
コ
ロ
ナ
に
影
響
さ
れ
た
方
々

は
、
か
な
り
多
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
相
談
件
数
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

答
：
８
月
26
日
段
階
で
、
申
請
件

数
が
64
件
、
そ
の
う
ち
決
定
を
し

た
件
数
が
47
件
、
現
在
処
理
中
が

17
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

９月定例会常任委員会審査報告

深
川　
博
英

（
志
成
会
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
報
告

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
報
告
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決
定
件
数
に
関
す
る
減
免
額
は
、

１
８
４
万
５
１
０
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

都
市
経
済
常
任
委
員
会
は
、
９

月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受

け
た
執
行
部
提
出
案
件
３
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は

次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
２
年
度
小
郡
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
８
号
）の
承
認
に
つ
い

て（
議
案
第
40
号
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
費
、

総
額
５
億
３
９
５
０
万
８
千
円
の

増
額
補
正
は
、
７
月
ま
で
の
寄
付

額
か
ら
、
今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
寄
付
額
を
推
計
し
、
３
億
４
千

万
円
増
額
し
、
歳
入
見
込
み
を
６

億
９
千
万
円
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
連
動
す
る
歳
出
と
し
て
、
報

償
費
１
億
１
２
２
０
万
円
の
増
額
、

返
礼
品
配
送
料
等
の
通
信
運
搬
費

及
び
手
数
料
４
７
１
７
万
９
千
円

の
増
額
、
観
光
協
会
へ
の
委
託
料

１
２
４
３
万
円
の
増
額
、
ふ
る
さ

と
納
税
サ
イ
ト
の
使
用
料
２
７
６

９
万
９
千
円
の
増
額
な
ど
、
１
億

９
９
５
０
万
８
千
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
寄
付
金
の
増
額

補
正
分
３
億
４
千
万
円
は
「
ま
ち

づ
く
り
支
援
基
金
」
に
積
み
立
て

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
：
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
取

り
扱
っ
て
い
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
受
付
割
合
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。

答
：
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
が

約
40
％
、
「
楽
天
」
「
さ
と
ふ

る
」
が
そ
れ
ぞ
れ
約
25
％
、
「
ふ

る
な
び
」
が
約
10
％
で
す
。
「
Ａ

Ｎ
Ａ
」
は
、
今
年
の
９
月
か
ら

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
用
を
始
め

ま
し
た
の
で
、
ま
だ
実
績
と
し
て

は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

★
専
決
処
分
を
報
告
し
、
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
令
和

２
年
度
小
郡
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
））（
報
告
第
14

号
）

　

子
育
て
と
仕
事
を
１
人
で
担
う

低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
に
臨
時

特
別
給
付
金
を
支
給
す
る
た
め
の

予
算
措
置
を
行
う
必
要
が
生
じ
た

こ
と
か
ら
、
臨
時
特
別
給
付
金
と

し
て
６
６
９
５
万
円
を
増
額
補
正

す
る
も
の
で
す
。

★
令
和
２
年
度
小
郡
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）の
承
認
に

つ
い
て（
議
案
第
37
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
の
経
費
や
、
影
響

を
受
け
た
方
々
へ
の
支
援
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
し
て
直
ち
に
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
追
加
支
援
に
係
る
対
策

経
費
と
し
て
、
教
育
費
を
４
億
８

４
３
２
万
５
千
円
、
商
工
費
を
１

億
８
５
９
４
万
２
千
円
、
民
生
費

を
４
６
５
６
万
３
千
円
、
増
額
補

正
す
る
も
の
で
す
。

★
専
決
処
分
を
報
告
し
、
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
令
和

２
年
度
小
郡
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
７
号
））（

報
告
第
18
号
）

　

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
の

修
繕
料
１
１
８
４
万
円
の
増
額
補

正
は
、
７
月
６
日
か
ら
の
大
雨
に

よ
り
、
市
の
道
路
や
河
川
11
か
所

が
被
害
を
受
け
た
た
め
、
緊
急
に

復
旧
作
業
へ
着
手
す
る
た
め
に
専

決
補
正
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、

財
源
に
つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
費

を
充
て
ま
す
。

★
小
郡
市
重
度
障
害
者
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て（
議
案
第
38
号
）

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
福
岡

県
重
度
障
が
い
者
医
療
費
支
給
制

度
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。
１
点
目
は
、
中
学
生
を
扶
養

す
る
保
護
者
の
所
得
制
限
が
「
特

別
障
害
者
手
当
準
拠
」
か
ら
「
児

童
手
当
準
拠
」
へ
と
変
更
に
な
り
、

所
得
制
限
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。
２

点
目
は
、
中
学
生
の
入
院
に
つ
い

て
、
自
己
負
担
日
数
が
「
月
20

日
」
か
ら
「
月
７
日
」
に
変
更
と

な
り
、
中
学
生
の
入
院
費
の
負
担

軽
減
に
な
り
ま
す
。
３
点
目
は
、

精
神
病
床
へ
の
入
院
に
係
る
費
用

の
助
成
対
象
は
、
現
行
で
は
３
歳

か
ら
小
学
６
年
生
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
中
学
生
ま
で
拡
大

し
負
担
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

★
小
郡
市
子
ど
も
医
療
費
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
39
号
）

　

福
岡
県
公
費
医
療
費
支
給
制
度

が
来
年
４
月
よ
り
拡
充
改
正
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
事
業
の
拡
充
の

た
め
条
例
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。
ま
ず
福
岡
県
公
費
医
療
支
給

制
度
の
現
行
の
対
象
者
は
、
通
院
、

入
院
と
も
に
小
学
６
年
生
ま
で
で

す
が
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
は
中

学
３
年
生
ま
で
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

中
学
生
の
自
己
負
担
額
は
、
通
院

月
額
１
６
０
０
円
、
入
院
は
１
日

５
０
０
円
で
月
７
日
が
上
限
と
な

り
ま
す
。
県
の
変
更
に
合
わ
せ
て
、

対
象
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
で

は
、
す
で
に
市
の
独
自
事
業
で
、

入
院
の
み
中
学
３
年
生
ま
で
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
４

月
か
ら
は
通
院
も
中
学
３
年
生
ま

で
と
な
り
ま
す
。
自
己
負
担
に
つ

い
て
は
、
県
の
制
度
と
同
じ
通
院

が
１
６
０
０
円
、
入
院
は
現
行
ど

お
り
日
額
５
０
０
円
、
月
７
日
を

上
限
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
中
学
生
の
入
院
に
つ
い
て

所
得
制
限
な
し
と
し
て
い
ま
す
が
、

通
院
に
つ
い
て
も
同
様
に
所
得
制

限
を
設
け
な
い
と
こ
ろ
で
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
症
を
交
付

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
入
院
し
た

場
合
、
１
度
を
医
療
機
関
に
自
己

負
担
の
全
額
を
支
払
っ
て
い
た
だ

き
、
後
日
償
還
払
い
で
対
応
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
４
月
か
ら

通
院
が
加
わ
る
た
め
、
今
後
は
中

学
生
に
も
医
療
証
を
交
付
し
ま
す
。

都
市
経
済
常
任
委
員
会
報
告

議
案
の
主
な
内
容

７
月
臨
時
会

９
月
定
例
会
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★
令
和
２
年
度
小
郡
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）の
承
認
に
つ
い
て

（
議
案
第
41
号
）

　

一
般
管
理
費
、
一
般
職
人
件
費

４
７
１
万
６
千
円
の
減
と
、
賦
課

徴
収
費
、
一
般
職
人
件
費
26
万
円

の
減
に
つ
い
て
は
、
人
事
異
動
に

伴
う
人
件
費
の
整
理
分
で
す
。
ま

た
一
般
管
理
費
、
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
２
４
７
万
５
千
円
の
増
額

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
か
ら

標
準
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
分
の
シ
ス
テ

ム
改
修
費
で
す
。

★
令
和
２
年
度
小
郡
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
介

護
保
険
事
業
勘
定
）（
第
２
号
）

の
承
認
に
つ
い
て（

議
案
第
42
号
）

　

償
還
金
の
６
５
７
６
万
２
千
円

の
増
額
に
つ
い
て
は
令
和
元
年
度

の
事
業
費
確
定
に
伴
う
精
算
分
で
、

国
に
１
０
４
９
万
４
千
円
、
県
に

５
２
６
６
万
４
千
円
、
支
払
基
金

に
２
６
０
万
４
千
円
の
返
還
金
で

す
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
費

に
つ
い
て
は
、
人
事
異
動
等
に
伴

う
人
件
費
整
理
分
と
し
て
、
１
１

９
万
６
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

★
令
和
２
年
度
小
郡
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）の

承
認
に
つ
い
て（
議
案
第
43
号
）

　

収
益
的
収
入
、
他
会
計
負
担
金

１
万
２
千
円
の
減
額
補
正
は
、
雨

水
分
の
前
年
度
取
得
資
産
の
確
定

に
伴
う
基
準
内
繰
入
金
の
補
正
で

す
。
次
に
、
他
会
計
負
担
金
93
万

６
千
円
の
減
額
補
正
は
、
汚
水
分

の
前
年
度
取
得
資
産
の
確
定
と
４

月
の
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の

整
理
に
伴
う
も
の
で
す
。
次
に
、

長
期
前
受
金
戻
入
40
万
８
千
円
の

増
額
補
正
は
、
前
年
度
取
得
資
産

の
確
定
に
伴
う
も
の
で
す
。
次
に
、

収
益
的
支
出
、
総
係
費
76
万
９
千

円
の
減
額
補
正
は
、
４
月
の
人
事

異
動
に
よ
る
人
件
費
に
伴
う
も
の

で
す
。
次
に
、
減
価
償
却
費
34
万

４
千
円
の
減
額
補
正
は
前
年
度
取

得
資
産
の
確
定
に
伴
う
も
の
で
す
。

次
に
、
企
業
債
償
還
金
49
万
円
の

増
額
補
正
は
、
起
債
対
象
資
産
の

一
部
に
耐
用
年
数
の
短
い
も
の
が

含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
係
る
企

業
債
相
当
分
に
つ
い
て
整
理
し
た

も
の
で
す
。

★
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
係

る
小
郡
市
立
小
・
中
学
校
情
報

機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て

（
議
案
第
44
号
）

　

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
基
づ
き
文
部
科
学
省
が
示
し
た

標
準
仕
様
を
満
た
す
児
童
生
徒
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
５
２
８
０
台
、

教
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
２
４
５

台
及
び
端
末
充
電
保
管
庫
等
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。
７
月
21
日
の

臨
時
会
に
お
い
て
ご
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
「
令
和
２
年
度
小
郡
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）」

に
基
づ
き
、
去
る
９
月
８
日
に
株

式
会
社
学
映
シ
ス
テ
ム
久
留
米
営

業
所
他
15
社
に
よ
る
指
名
競
争
入

札
を
執
行
し
、
落
札
額
２
億
７
３

９
０
万
円
で
、
令
和
３
年
３
月
31

日
の
納
品
期
限
を
も
っ
て
株
式
会

社
学
映
シ
ス
テ
ム　

久
留
米
営
業

所  
所
長  

松
尾
雄
一
郎
を
落
札
者

と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
従
っ
て
、

こ
の
動
産
の
買
入
れ
に
あ
た
り
、

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す

る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
採　
択　

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を

は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
１
年
度

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の

要
請
に
つ
い
て
（
請
願
第
１
号
）

請
願
者

−

福
岡
県
教
職
員
組
合

　
　
　
　

浮
羽
三
井
支
部

支
部
長　

三
笘　

良
夫

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な

悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
（
議
員
提
出
議
案
第
５
号
）

※
意
見
書
文
面
に
つ
い
て
は
、
小

郡
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

「
可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決

議
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
委
員
会
提
出
議
案
第
１
号
）

※
意
見
書
文
面
に
つ
い
て
は
、
小

郡
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

「
可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決

議
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
教
育
委
員
会
委
員
］

　

小
郡
市

　
　

希
み
が
丘
二
丁
目
１
番
地
23

村
橋　

理
恵

［
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
］

　

小
郡
市

　
　

三
沢
４
３
１
８
番
地
83

坂
田
富
美
子

［
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
］

　

小
郡
市

　
　

寺
福
童
４
７
３
番
地
10

林
田　

一
徳

［
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
］

　

小
郡
市
ニ
タ
６
９
２
番
地
２

山
田　

則
行

人
事
案
件

可
決
さ
れ
た
意
見
書

請
　
　

願
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